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小笠原諸島は、東京の南方約 1000 キロに位置する海洋島で、これまでに約 1400 種の昆
























Indolestes boninensis、ハナダカトンボ Rhinocypha ogasawarensis、オガサワライトトンボ
Ischnura ezoin、オガサワラトンボ Hemicordulia ogasawarensis、シマアカネ Boninthemis 
insularis が生息している（尾園ほか、2017）。
父島では、記録のあった 5 種すべてが 2000 年代には絶滅し、母島ではオガサワラアオイ
















降雨量 934 mmと、1993 年以来の降雨量が 1000 mm を切った年となった（気象庁、https:// 
www.jma.go.jp/jma/index.html）。この時は母島列島向島で、それまで安定して水域が存在
していた沢が完全に干上がり、安定発生していたオガサワライトトンボ、シマアカネが絶


































小笠原の平均降雨量は、1969 年から 2017 年の平均値で、1275 mm と日本全体の平均値
約 1700 mm（気象庁、https://www.jma.go.jp/jma/index.html）と比較するとかなり少な
い。過去の気象データから見ると、2000 年以降の我々の調査期間中でも、2004 年（934 mm）
の干ばつのあと、2011 年（942 mm）も大きな干ばつがあった。過去から概観すると降雨
量 1000 mm を切った年は、観測データが残っている中でも、1971 年（753 mm）、1985 年
（924 mm）、1990 年（764 mm）、1993 年（887 mm）であり、このような顕著な干ばつは、
一定間隔で小笠原を襲うことが確認できる（図 2）。
記録に残る中では、1980 年の干ばつが人間生活に影響を与えた最大のものとされている。
ただし、これらの気象データを読み取るときの注意点は、それが “1 月～ 12 月” の年単位
の計測値であることである。1980 年の干ばつは、厳しい給水制限があったことで、記憶し









このような視点から見ると、2016 ～ 2017 年は、それぞれの年間降雨量は、1021 mm、
1657.5 mm と一見顕著な干ばつがあったようには見えない。しかし、実態としては、干ば
つが始まったと考えられる 2016 年 5 月～終息した 2017 年 4 月までの 12 か月降雨を見ると
641 mm と「年間降雨量」の半分にも満たず、また 12 か月連続で月降雨量が平均値より少
ない（負偏差）という異常事態であったことが分かる。負偏差の連続月数でみると、これ













の海水淡水化装置も稼働したが、3 月末には貯水率が 25％以下、4 月には 20％を切り危機















































調査は毎年 6 月～ 7 月の 2 日間実施し、兄島においては干ばつ影響を追跡するために








ナダカトンボの確認は 2016 年の 7 頭から 0 頭になり、10 月の補足調査でも全く確認でき
なかった。シマアカネは前年の 7 頭から 3 頭になり、10 月の補足調査では全く確認できな
かった。万作浜は、ハナダカトンボの確認は前年の 2016 年の 5 頭から 1 頭になり、10 月
の補足調査でも 1 頭のみだった。シマアカネは前年の 11 頭から 0 頭になり、10 月の補足
調査でも 1 頭のみだった。一方、中部の滝之浦では、ハナダカトンボは、前年の 9 頭から
10 頭になり、10 月の補足調査では 2 頭が確認された。シマアカネは 8 頭から 19 頭に増加
し、10 月の補足調査では 4 頭が確認された。二本岩ではハナダカトンボは、前年の 31 頭







2014 2015 2016 2017 2017年10月
タマナビーチ シマアカネ 7 6 7 3 0
ハナダカトンボ 2 3 7 0 0
オガサワライトトンボ 5 4 29 13 4
オガサワラトンボ 0 1 0 0 0
滝之浦 シマアカネ 23 23 8 19 4
ハナダカトンボ 6 15 9 10 2
オガサワライトトンボ 4 15 4 9 2
オガサワラトンボ 0 0 0 0 0
万作浜 シマアカネ 18 12 11 0 0
ハナダカトンボ 15 8 5 1 1
オガサワライトトンボ 15 1 5 2 1
オガサワラトンボ 0 0 0 0 0
二本岩 シマアカネ 19 22 18 19 0
ハナダカトンボ 35 21 31 10 0
オガサワライトトンボ 10 12 14 9 0












次に弟島の結果を見ると、ハナダカトンボは、一の谷で 2016 年の 53 頭から 2017 年では
11 頭に激減、藍の沢では 20 頭から 6 頭に減少した（表 2）。シマアカネは、一の谷で 17 頭


























2014 2015 2016 2017
広根沢 シマアカネ 6 4 14 15
ハナダカトンボ 0 0 1 0
オガサワライトトンボ 2 5 11 4
オガサワラアオイトトンボ 4 1 13 1
オガサワラトンボ 0 0 10 1
一の谷 シマアカネ 45 33 17 25
ハナダカトンボ 24 18 53 11
オガサワライトトンボ 13 20 39 18
オガサワラアオイトトンボ 0 0 2 6
オガサワラトンボ 0 0 2 0
藍の沢 シマアカネ 16 16 37 30
ハナダカトンボ 10 4 20 6
オガサワライトトンボ 3 11 43 15
オガサワラアオイトトンボ 0 3 4 15









ても観察されている。調査が実施された 2015 年と 2017 年を比較すると、減少幅は半減程
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